
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

       

 

 

【４月の主な予定】 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(2/29現在) 100 101 110 118 91 106 626 

 
1 金  

2 土  

3 日  

4 月 体育館使用不可（～3/18） 

5 火 短縮授業（１３：２０授業終了） 

6 水 委員会朝会 ４０分授業（１３：４０授業終了） 

7 木 短縮授業（１３：２０授業終了） 

8 金 合同あいさつ運動 短縮授業（１３：２０授業終了）  ＳＳＷ１０‐１７ 

9 土  

10 日  

11 月 算数タイム 

12 火  

13 水 ＳＳＷ１０‐１６ 

14 木 卒業式予行練習 

15 金 給食終了 前日準備 ５年１５:００終了予定（その他１３：２０終了） 

16 土  

17 日  

18 月 卒業式 

19 火 短縮授業（１２:２０授業終了） 

20 水 春分の日 

21 木 短縮授業（１２:２０授業終了） 

22 金 修了式 大掃除 机・椅子移動（４限） １２：２０授業終了 

23 土  

24 日  

25 月 春季休業 

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

４日（木）入学式前日準備  ５日（金）入学式  ８日（月）始業式・着任式 

９日（火）離・退任式 １５日（月）学級懇談会（４・５年） 修学旅行説明会（６年） 

１６日（火）学級懇談会（１～３年） １８日（木）全国学力・学習調査（６年） など  

東丘小だより 
令和６年(202４年) ２月２９日発行 第１３号 

３月の行事予定 

 

自発的・主体的 ⇒ 切り拓く力(結実) 

１月末にようやく募金活動まで辿りつきました。 

募金活動当日…なんと！またもや不運の学級閉鎖により１クラスが欠場

となってしまいました。とてつもなく無念だったと思いますが、その思いを

他の２クラスが背負って活動しました。あまりにも😢の出来事でしたが、

正門が見える家の児童も、テラスから静かに見守ってくれていました。 

 

 

 

 

 

集まった募金を集計したところ、これまでに見たことがないほど(；ﾟДﾟ)

の募金額になったようです 

これは、東丘小の児童をはじめとして、先生たち、また保護者や道行く

方々（幼稚園や小さい子どもさんからも）、そして地域のみなさんからも

多大なるご協力をいただくことができたからこそ👏 

決して金額の大小ではないのですが、今回の活動はそれだけ様々な人

に伝わり、活動の意味や意義が理解され、その思いに応えてくれた方々

がたくさんいたということは間違いありません。 

その集まった募金は、全校朝会にて日本赤十字社の方 

に直接手渡しを行い、義援金として被災された方々の 

支援に役立てられることを約束していただきました。 

今回は募金という形でしたが、それは決してお金ではなくても、気温が

低い日に大阪が・自分だけが寒いのではなく、『能登は雪が降っていな

いかな？家が壊れてしまった人はどうしているのだろう？？』と、被災地

を慮る、自分ごとに考える、それだけでも“心の募金”になっているので

はないかと思います。 

この一連の活動から、思いをもって自発的に行動すること、それが大き

な原動力となり、これまでにないものを生み出し、最終的には切り拓く

力になること、それを子どもたちは見事に体現してくれました。 

そのパワーと実行力には脱帽です。大人も負けじと頑張らなければ…、

年々いろいろなところが重たくなっている気が・・・(ﾉД`)ｼｸｼｸ 

 

 

 

 

【オマケ話】 

今回の６年生に感化されたのか、何やら４年生が校外学習についての

要望書？なるものを作成し、まとめたものを学級代表が持参するという

動きがあるようです。内容はわかりませんが、楽しみではあります。 

しか～し！②【だからと言って、思い描いていることがそのまま形になる

かどうかはわからないこと】もあり得ますのであしからず・・・🙏 

自発的・主体的 ⇒ 切り拓く力 

２月もすでに逃げる気満々で、３月に入ろうとしています。 

まだまだ寒い日が続くとともに、能登半島地震のニュースも連日現

地の様子などが伝えられています。 

その能登半島地震について始業式で話をしたあと、６年生の２人が

校長室を訪ねてきました。それは『能登半島地震で被害を受けた

方々に何かできることがないかと考えているんです』とのこと。 

２人はすでに千里の町でも募金活動を行うイメージまでもっていまし

た。そこで話をさせてもらったのは、おおまか①～④の４つについて。 

①自ら発意し行動する事はとても素晴らしいこと 

②だからと言って、思い描いていることがそのまま形になるかどうか

はわからないこと 

③活動の主体はどうするのか？（個人・クラス・学年） 

④募金は必ず被災された方々に届く活動だが、なぜに募金活動な

のか？また、理解や協力を求めるには、誰に対して何をどのようにす

れば良いのか？を考えて適切に発信することが必要ではないか。 

町に出ての活動には活動申請なども要するので、先ずは校内での

活動をイメージして実現までを組み立てることになりました。 

すると、次の日６年生の教室にふらっと立ち寄った時、すでに企画書

なるものがおおまかに出来てきているとのこと。その内容を見ても

『なぜに？どうしていけばいのか？』などがしっかりと盛り込まれて、

説明用のプレゼンも作成するとのこと。それだけでも十分素晴らしい

のですが、さらに地域への協力もお願いするため東町地域自治協

議会や各マンションへの打診、ポスター・チラシも自分たちで作成す

るなど、モーレツな勢いで進めていました。極めつけは、案内のチラ

シを白黒ではなく、『１枚１枚自分たちで色をつけて配布したい』と

いう強い思いで、おそらく７００枚を超える枚数に色塗りをしていまし

た。その間に不運にも学級閉鎖が起こり、２クラスで３クラス分取り

組むという、血のにじむような涙涙😢のフォローもあったようです。 

 

 校長 河田 法士 

 

  

  

 

 

   

 

募金活動へのご理解、温かいご支援を 

いただきありがとうございました。 

～６年生一同～  

 

 

 

 


